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東京真田町　の会 ��

A
7
年
‥
は

A
五
呂
只
増
強
の
年

東
京
真
田
町
の
会
は
設
立
十
二

年
日
に
入
り
ま
し
た
。
会
員
数
五

百
三
十
四
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
こ

の
間
に
大
勢
の
方
に
入
会
し
て
い

た
だ
き
、
最
多
時
は
六
百
五
十
余

名
を
数
え
ま
し
た
が
、
不
幸
に
し

て
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
、

ご
高
齢
の
た
め
お
体
が
不
自
由
に

な
ら
れ
て
退
会
さ
れ
た
方
等
が
あ

り
、
現
在
は
六
百
余
名
で
ご
ざ
い

ます。四
月
六
日
に
、
荒
木
副
会
長
、

塩
沢
副
会
長
と
共
に
真
田
町
役
場

を
訪
問
し
、
平
素
の
ご
支
援
に
対

し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
新

し
い
会
員
募
集
に
つ
い
て
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

籍
山
町
長
さ
ん
、
橋
詰
真
田
中

学
同
窓
会
長
さ
ん
、
小
林
菅
平
中

学
同
窓
全
役
貞
さ
ん
よ
り
快
く
協

力
を
約
束
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
の
身
近
に
真
田

町
ご
出
身
で
入
会
さ
れ
て
い
な
い

方
が
居
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ご
入
会

を
お
薦
め
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
顔

い
申
し
上
げ
ま
す
。

つ
い
で
乍
ら
、
新
築
完
成
し
た

真
田
町
中
学
の
校
舎
を
見
学
し
ま

した。鉄
骨
二
階
建
と
地
下
一
階
で
す

が
校
舎
の
内
装
は
総
て
木
材
で
仕

上
げ
て
あ
り
、
あ
た
た
か
い
木
の

ぬ
く
も
り
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
近
代
的
設
備
が
整

っ
て
い
て
、
四
方
の
環
境
と
も
と

け
あ
い
、
中
学
校
と
し
て
は
最
高

の
校
舎
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
学
校
で
勉
強
出
来
る
真
田
町

の
生
徒
達
は
ほ
ん
と
う
に
し
あ
わ

せ
だ
と
思
い
ま
す
。

三
月
十
七
日
に
体
育
館
で
使
い

初
め
式
と
卒
業
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
第
四
十
四
回
卒
業

生
は
百
四
十
二
名
で
し
た
。
（
全

生
徒
数
は
四
百
十
七
人
だ
そ
う
で

す）。
当
日
、
校
内
で
会
う
生
徒
達
が

皆
さ
ん
元
気
で
、
大
き
な
声
で
「

こ
ん
に
ち
わ
－
こ
し
ん
に
ち
わ
！
」

と
挨
拶
を
し
て
く
れ
た
こ
と
は
大

変
好
感
が
も
て
ま
し
た
。

以
上
、
お
顔
と
報
告
ま
で

会
長
　
三
井
　
芳
郎

ふ

る

セ

C

と

訪

問

今
年
の
ふ
る
さ
と
訪
問
は
　
「
真

田
町
菅
平
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
合
わ
せ
て
挙
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

左
記
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
万

障
お
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
下
さ

い。

記

期
　
日
　
平
成
十
二
年
六
月
三
日

（
土
）
　
～
四
日
　
（
日
）

集
　
合
　
新
宿
西
口

安
田
生
命
ビ
ル
前

出
　
発
　
午
的
七
時
三
〇
分

行

　

程

第
一
日
　
中
央
高
速
～
穂
高
町

（
昼
食
・
わ
さ
び
農
場
）
　
～

白
馬
　
（
オ
リ
ッ
ピ
ッ
ク
∴
ン

ヤ
ン
プ
台
見
学
）
　
～
善
光
寺

参
拝
～
菅
平
泊

第
二
日
　
朝
食
後
山
菜
採
り
又

は
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
～
菅
平

カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
参
加
（
昼
食
・
自
費
）
～

上
信
越
道
～
新
宿
　
（
十
八
時

着
予
定
）

会
　
費
　
二
二
、
0
0
0
円

申
込
締
切
　
平
成
十
二
年
五
月

二
十
日
　
（
土
）

募
集
人
員
　
二
十
二
名

申
込
先
　
荻
原
啓
治

昼
　
〇
九
〇
－
八
四
四
二
－

二
三
一
七

夜
　
〇
三
－
三
三
一
五
－五

九
三
〇

殿
　
〇
三
－
五
三
〇
五
－三

七
五
五

申
込
み
の
方
に
は
追
っ
て
詳
細

を
お
送
り
し
ま
す
。

訟
帖
A
五
予
出
口

今
年
の
総
会
及
び
懇
親
会
は
十

月
二
十
二
日
　
（
日
）
　
で
す
。
皆
さ

ん
今
か
ら
こ
の
日
を
予
定
し
て
お

い
て
下
さ
い
。

年
一
回
の
楽
し
い
総
会
と
な
り

ま
す
よ
う
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
次
号
の
し
ち
か
は
通
信

で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

総
会
担
当
　
飯
嶋
　
義
道



2

「
首
六
田
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
A
冨
」
　
の

ゾ
」
案
内

本
年
度
は
六
月
二
十
五
日
（
日
）
に
開

依
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
大
会
に
は
真
田
町
町
内
在
住
者
及
び

町
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
人
、
又
は
実
行

委
員
会
が
認
め
た
人
等
、
各
方
面
の
関
係

者
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
す
。

故
郷
の
皆
さ
ん
と
の
友
好
を
深
め
る
良

い
機
会
で
す
、
当
会
会
員
の
皆
様
も
ふ
る

っ
て
ご
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
左
記
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

己

月
　
日
　
平
成
十
二
年
六
月
二
十
五
日

（
日
曜
日
）

場
　
所
　
菅
平
高
原
カ
ン
ト
リ
1
倶
楽
部

競
技
方
法
　
十
八
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
イ
、
新
ペ
リ
ア
方
式

優
勝
他
賞
品
多
数
・
全
員
参

加
賞
付
き

参
加
費
　
約
三
〇
〇
〇
円

プ
レ
ー
費
と
昼
食
代
は
個
人
負

担

表
彰
式
・
懇
親
会
会
場ふ

れ
あ
い
さ
な
だ
館

申
込
・
問
合
せ
先

荻
原
啓
治

m
　
〇
三
－
三
三
一
五
－
五
九
三
〇

楯
　
〇
九
〇
－
八
四
四
二
－
二
三
一
七

堀
内
　
福

m
　
〇
四
二
1
九
五
八
1
一
五
七
八

申
込
締
切
　
五
月
三
十
一
日
（
水
）

参
加
申
込
の
方
に
は
詳
細
を
後
日
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

「
東
京
真
田
町
の
会
」
の
ゴ
ル
フ
大
会

は
十
月
二
日
（
月
）
　
に
計
画
し
て
お
り

ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ

い。

尚
、
参
加
募
集
要
項
等
は
し
ち
か
は

通
信
次
号
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

⑬
鯵
服

広
報
J
ュ
し
な
だ
ま
⊥
h
ノよ

り

☆
〝
き
の
こ
と
日
本
の
文
化
″
と
い
う
本

で
「
毒
が
あ
る
ベ
ー
ニ
ア
ン
グ
タ
ケ
を
真

田
町
の
人
が
食
べ
て
い
る
」
こ
と
が
細

介
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
毒
き
の
こ

を
食
べ
る
の
は
世
界
中
で
も
珍
し
い
と

の
こ
と
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
覧

に
な
っ
て
下
さ
い
。

☆
二
千
年
度
の
新
成
人
は
一
九
七
名
で
し

た
。
小
学
一
年
生
は
九
七
名
（
男
六
二

人
、
女
三
五
人
）
だ
そ
う
で
す
。

表

彰

五

蓮

☆
傍
隠
小
P
T
A
が
全
国
表
彰
を
受
賞

”
そ
え
ひ
大
好
き
　
〟
を
テ
ー
マ
に
し
た

活
動
が
認
め
ら
れ
「
日
本
P
T
A
全
国

協
議
会
会
長
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た

☆
広
報
さ
な
だ
ま
ち
（
1
1
月
号
で
国
道
一

四
四
号
線
の
特
集
）
が
長
野
県
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
4
3
市
町
村
の
応
募
の
中

か
ら
総
合
一
位
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

町
村
一
部
（
人
口
一
万
人
以
上
の
部
）

で
も
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
全
国
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

☆
武
捨
裕
子
さ
ん
（
中
敷
）
が
上
小
地
域

の
味
噌
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
参
加
5
6
人
の

中
か
ら
「
康
秀
貴
」
受
賞
し
ま
し
た
。

☆
日
本
ダ
ボ
ス
1
2
号
に
寄
稿
く
だ
さ
い
ま

し
た
坂
口
さ
な
へ
さ
ん
　
（
下
原
）
　
が
、

平
成
1
1
年
度
農
村
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
写
真
の
部
で
　
「
県
知
事
賞
」
、
標

語
の
部
で
　
「
庫
秀
黄
」
を
受
賞
さ
れ
ま

した。

☆
菅
平
長
寿
会
が
県
の
環
境
表
彰
を
受
賞

ご
み
拾
い
や
花
壇
づ
く
り
な
ど
に
長
年

（
3
0
年
を
超
え
て
）
　
の
取
り
組
み
が
、

全
県
で
認
め
ら
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た

※
関
係
者
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
、
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
も
期
待

い
た
し
ま
す
。

☆
戸
沢
区
に
伝
わ
る
「
ね
じ
行
事
」

道
祖
神
集
り
の
お
供
え
物
は
、
餅
や
お

は
ぎ
な
ど
が
一
般
的
で
す
が
、
戸
沢
の

ね
じ
は
、
米
の
粉
を
ふ
か
し
て
作
っ
た

菓
子
で
、
中
に
あ
ん
こ
が
入
っ
て
い
て

赤
や
緑
で
あ
ざ
や
か
に
色
付
け
さ
れ
、



所　場　間　日

3

マ

レ

再

ノ

ト

ゴ

ル

フ

A

石

の
ゾ
」
案
内

第
四
回
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
会
を
左
記

の
と
お
り
計
画
を
致
し
ま
し
た
。

経
験
が
無
く
て
も
、
ど
な
た
で
も
楽
し

く
遊
べ
ま
す
。

用
具
は
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ス
ニ

ー
カ
ー
等
軽
い
靴
・
動
き
や
す
い
服
装
で

ご
家
族
、
お
友
達
を
お
誘
い
合
わ
せ
て
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

記

月
　
日
　
平
成
1
2
年
5
月
2
7
日
（
土
）

場
　
所
　
新
座
市
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会

野
火
止
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

集
合
所
　
武
蔵
野
寮
　
新
座
駅
　
駅
前

時

　

間

　

午

前

　

十

時

プ
レ
ー
　
午
前
　
十
時
三
十
分
～

銀
　
用
　
用
具
代
　
　
￥
三
〇
〇
円

プ
レ
ー
代
　
￥
五
〇
〇
円

募
集
人
員
　
　
　
二
〇
～
二
五
名

募
集
締
切
　
五
月
二
〇
日

申
込
先
　
m
・
軋

〇
四
二
六
－
七
七
1
七
二
三

大

久

保

　

治

　

夫

参
加
申
し
込
み
の
方
に
は
詳
細
を
お
送

り
し
ま
す
。

古
六
隠
町
の
行
事

※
さ
な
だ
ま
っ
り

今
年
は
八
月
五
日
〈
土
）
で
す
。
小

供
み
こ
＼
真
田
お
ど
り
、
信
州
真

田
六
枚
陰
太
鼓
、
鉄
砲
隊
実
演
、
大

花
火
大
会
な
ど
の
催
し
も
の
が
あ
り

ます。
東
京
真
同
町
の
会
の
「
ふ
る
さ
と
訪

問
は
・
六
月
に
行
な
い
ま
す
の
で
、

八
月
の
「
ふ
る
さ
と
訪
問
」
は
あ
り

ま
せ
ん
ニ
」
璧
口
の
付
く
方
は
個
人

で
参
加
し
て
下
さ
い
。

本
部
の
温
く
に
席
を
用
意
し
て
あ
り

ます。

※
新
そ
ば
ま
っ
り

昨
年
も
大
好
評
だ
っ
た
「
新
そ
ば
ま

つ
り
」
が
、
今
年
は
十
一
月
十
盲

（
日
）
に
催
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
次
号
し
ち
か
は
通
信
で
紹

介
い
た
し
ま
す
。

干
支
や
木
の
葉
、
花
な
ど
の
形
が
つ
く

ら
れ
た
も
の
を
、
わ
ら
馬
に
背
負
わ
せ

て
、
幼
児
が
道
祖
神
ま
で
引
い
て
行
き

お
供
え
す
る
。

ね
じ
を
つ
く
る
と
こ
ろ
は
、
全
国
で
も

珍
し
く
、
国
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
選

択
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

☆
お
ら
が
ま
ち
農
村
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
お
知
ら
せ

平
成
1
2
年
度
（
第
三
回
）
も
行
な
わ
れ

る
と
の
こ
と
、
真
田
町
の
情
景
等
を
振

り
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
－
・
応
募
方
法

は
し
ち
か
は
通
信
第
4
号
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

☆
2
0
0
0
年
を
記
念
し
て
イ
ベ
ン
ト

3
月
5
日
に
　
「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
バ
ト

ル
2
0
0
0
」
。
一
チ
ー
ム
7
人
で
行

う
、
日
本
雪
合
戦
連
盟
公
認
の
大
会
に

約
二
〇
〇
人
が
参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

3
月
1
1
日
の
夕
方
、
頼
子
岳
大
タ
イ

マ
ツ
滑
降
が
行
な
わ
れ
、
地
元
の
人
を

は
じ
め
、
全
国
各
地
か
ら
約
7
0
0
人

が
参
加
し
、
炎
切
列
を
夜
の
ゲ
レ
ン
デ

に
描
き
ま
し
た
。

《
菅
平
観
光
協
会
よ
り
》

☆
「
ス
キ
ー
場
開
設
7
0
周
年
記
念
誌
」
が

発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
三
五
〇
ペ
ー
ジ
（

カ
ラ
ー
写
真
1
6
ペ
ー
ジ
）
　
B
I
5
版
。

￥
二
五
〇
〇
円
　
送
料
三
五
〇
円

☆
真
田
町
菅
平
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

期時入場

6
月
4
日
　
（
日
）

9
時
～
1
5
時

無
料

菅
平
高
原
国
際
リ
ゾ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
前
広
場

☆
菅
平
高
原
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
大
会

期
　
日
　
6
月
1
0
・
1
1
日
（
土
・
日
）

場
　
所
　
唐
沢
の
滝
下
流
　
神
川

釣
り
物
　
い
わ
な
・
に
じ
ま
す

参
加
費
　
大
人
四
〇
〇
〇
円
・
中
学

以
下
一
〇
〇
〇
円

以
上
の
聞
合
せ
、
申
込
は

菅
平
高
原
観
光
協
会

電
話
　
0
2
6
8
－
7
4
1
2
0
0
3

編

集

　

中

　

島

　

正

　

江

柴

　

田

　

小

夜

子
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収入役 俎(皐��|y;��農林課長 伜(ﾏｸ������� ��

教育長 ��Y,ｸ�����2�建設課長 仞�����>ﾈ爾�事　務　局 ��

総務課長 �>�､8���y��上下水道課長 �ｩEi�9(冤��情報政策課課長補佐 偃�}���H闔｢�

情報政策課長 囘i�(��ﾔiWb�消防防災課長 傅ﾉ}�����jｲ�情報政策課主査 冏�>���ﾔh���

福祉健康課長 偃�}�����u��教育次長 ��Xｷi]ｹ[iu��情報政策課 冩i�(���9k��

平成12年の各区長さんが決まりました。◎区長会長　○副区長会長　　　敬称略

菅　　　平　綬択　和夫

大　日　向　大久保仁智優

角　　　間　倉島　孝成

横　　　沢　小林　茂久

◎真　　　田　松井　文雄

十　林　寺　坂口　俊男

石　　　舟　田中　　徹

戸　　　沢　深井　信行

つ　く　し　小林　意明

横　　　尾　神田　　学

四　日　市　内山　良和

入軽井沢　　山宮　　昇

岡　　　保　小林　寿夫　　　下　郷　択

○中　　　組　清水　清二　　　小玉上郷択

大　　　庭　三井　秀男　　　赤　　　井

曲　　　尾　花山　　実　　○下　　　塚

萩　　　中村　裕一　　　竹　　　室

田　　　中　佐藤　詔彦　　　荒　　　井

下　横　道　堀内　政則　　　中　　　原

中　横　道　三井　富男　　　表　　　木

上　横　道　堀内富志雄　　　大　　　畑

穴　　　沢　荻原　希望　　　下　　　原

三　島　平　堀内　昭夫　　　町　　　原

上　　　原　安藤　隆義　　　出　　　早
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い
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ま
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る
さ
と
の
味
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懐
か
し
み
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ら
真
田
町
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に
ご
協
力
下
さ
い
。
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今
年
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「
新
会
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強
の
年
」
　
と

し
て
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
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